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6 CTによる口腔京平上皮癌頚部後発リンパ節転

移の検討
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【目的】当科における口腔癌頚部後発リンパ節

転移の発現頻度,発現時期,CT所見について検
討する,

【対象と方法】NOの口腔南平上皮癌患者 78例

を対象とし,後発リンパ節転移の発現頻度,発現

時期,治療前および転移発現時のリンパ節の大き

さ,造肝性の変化について検討した.

[結果とまとめ】当科における後発転移の発現
頻度は2U78例,発現時期は1-42か月で,12

か月以内が18/21例であった.転移発現時,転移

リンパ節の長径,短径,長短比は治療前より大き

くなり.l･illle1111anCenlPntが約半数に見られたも

のの,CT所見で治療前に後発転移をきたすリン
パ節を判断する釧 ま困難であった.
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cNO舌癌 10例に対し,CT旦ymphographyを施
行 し,個々の症例のリン パ経路と 至 適 撮影 タイ ミ

ングを検討した.

【方法】腺癌周r#1に造影剤を注射 し,2,5,10,

15,20分穣1ymphography撮影を行った.強く造

影される線状構造をリンパ流と判断し,その経路

を群分けした.また,リンパ経路の各撮影タイミ

ングにおけるCT値を計測し,経時的な変化を検
討した.

【結果 ･考察】リンパ経絡は4つに大別 され,

概 ね成書の記載と一致 していた.造影剤注射後

10分で最 も強 く造影 された症例が多く,至適撮

影タイミングは他領域よりも遅いと考えられた.
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